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三重大学病院 救命救急センターの概要 （2023年6月実績）

15名
（救急科専門医 9名）

専従医

派遣医

DH基地病院 2ヶ月毎交代

7名 （フルタイム）

ER

応援医 19名

蘇生室3部屋

病床 ICU 14床, HCU 10床

 病床数645床
 3次救急医療機関
 救命救急センター
 3交代制
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三重大学病院 救命救急センターの概要

三重大学医学部附属病院救命救急・総合集中治療センター HPより

整形外科専門医
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• 少ない専門医が、基幹病院に集中
• 救急・集中治療の専門医の育成が急務であるとともに、地域への効率的な支援が必要

三重県の現状：専門医数から

課題

救急科専門医 5814 名
（指導医） 850 名

集中治療専門医 2326  名
呼吸療法専門医 302 名
感染症専門医 1772 名
血液専門医 4513 名

55 名 （0.94％）
7 名 （0.82％）

18 名 （0.77％）
5 名 (1.66%)

25 名 (1.41%）
74 名 (1.64%）

三重県における救急・集中治療提供体制

総人口の約1.5％
22/47 都道府県

相当少ない

順調に育成が進む
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救急医療の体制強化について：3つの理念

1)大学病院として最先端医療の提供
中央にひけをとらない最善・最高の医療を提供

2)安定した地域医療体制の確立
最後の砦として県内の健全な医療体制を構築

3)仲間を育成
仲間を増やし、その人材を燃え尽きさせない

36
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津市の二次救急が逼迫している

8 5 4 5
10

48

1 1 0 1 0 0
6 9 8

桑名市 四日市市 菰野町 鈴鹿市 亀山市 津市 松阪広域 伊勢市 鳥羽市 志摩広域紀勢広域三重紀北 熊野市 伊賀市 名張市

病院照会4回以上件数（令和2年）
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安定した地域医療体制の確立

輪番コア病院（1次〜2次救急）

重症度

三重中央
（2次救急＋特殊救急）
一部を三重大病院で応需

救命救急センター＊
（3次救急） ＊三重大病院 県内救命救急センター

基幹病院

ハイブリッドWS＊
（2023.04設置）

三重ドクターヘリ
（2012.02運行開始）

病院の枠組みを超えて、
メディカルエリアを構成
災害（南海トラフ）や
新興感染症への備え

IoT
tele ICU

地域として医療資源を確保し医療者の育成する
疫学データを集積→分析・検証し知見を創出

連携

次世代型ドクターカー
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仲間を育成する
3つの特徴

1）感染症診療機能の充実と拡大
■ 敗血症の一元管理
■ 新興・再興感染症への対応
■ 感染症に強い人材の育成

独自色を強く打ち出した活動

2）呼吸不全管理
■ 酸素療法と急性呼吸不全
■ ECMO
■ 人工呼吸器離脱困難の対応

3）総合内科機能の付加
■ 「令和型」ホスピタリスト育成

Beyond the NORMAL
ミニマムを確実に守り、私たちにこそできる救急を、未来の私たちで創っていく

今は”beyond“でも、必ず近い将来”new normal”になる

感染症危機人材
育成センター

麻酔科

検査医学
感染症制御医学
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仲間を育成する

PGY 研修先 基礎領域研修 専門領域研修 受験資格
1 ＊ 初期研修
2 ＊ 初期研修
3 大学病院 救急研修
4 大学病院 内科研修
5 市中病院 内科研修 血液
6 市中病院 内科研修 血液 内科専門医
7 大学病院 内科研修 血液・感染症 血液専門医
8 大学病院 内科研修 感染症 感染症専門医
9 大学病院 救急研修
10 提携病院 救急研修 救急科専門医

救急プログラムを挟むことで、大きな利点が発生
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